
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今年度上期の事故発生状況＜請負＋派遣＞ 

 令和 5年度上期(4～9月)に発生した事故は 9件(物損 4件、人身 4件、その 

他 1件)で、前年同期の 7件(物損 6件、人身 1件)に比べ増加している。物損事故 

は減少したが人身事故の増加が目立っている。 

 事故原因のほとんどは注意不足や安全対策が不十分であったと指摘されてお 

り、もう少し慎重に注意深く行動していれば防ぐことが出来たと考えられます。 

安全就業を担う主役はいつもあなた自身です。安全第一・事故防止への強い信 

念をもって事故発生の当事者とならないよう慎重に行動しましょう。 

 

 

 

 

☆秋のグリーンベルト清掃奉仕作業のお知らせ 

 昭和 59年から毎年継続して実施している奉仕作業です。ご多用のこととは思いますが多くの 

皆様の参加をお願いします。各種用具はセンターが準備しますので、作業スタイルでお集まり 

下さい。 

・日 時：11月 10日(金)9:00～ (小雨決行、雨天順延 11月 13日(月)9:00～) 

・集 合：市民会館裏 山口県人会記念碑周辺 

 

 

 

 

 

 

シルバーえにわ 月号

公益社団法人 恵庭市シルバー人材センター     第 321号  令和 5年 11月 1日発行 

安全衛生だより 

だより 

安全第一 

生き活きセンターまつり(10⁄14) 

令和 5年度安全標語(優良賞) ｢ 慣れ仕事 仲間と共に 再確認 ｣ 橋本義光氏(恵庭地区) 

会員１人入会紹介キャンペーン実施中 

｢会員ご紹介カード｣を活用して貴方のご近所の知人･友人に是非ともご紹介ください。 

新規会員をご紹介いただきその方が入会された場合粗品(500円クオカード)を進呈。 

(｢会員ご紹介カード｣がない方は事務局まで) 

 

 



☆役員視察・研修会(北見市シルバー人材センター)報告 

9月 28日から 2日間の日程で、理事長以下 8名の役員

と事務局職員 2名が参加し、北見市シルバー人材センター

(以下 SCと記す)を訪問先とした視察研修が行われた。 

コロナ禍により｢役員視察研修｣としては 4年ぶりの実施

となった。北見市 SCは受注実績が札幌市 SCに次いで道内

第 2位の実績を誇る非常に活発なセンターです(ちなみに

恵庭市 SCは第 3位)。会員の確保対策やデジタル化の推進

など、どこの SCにも共通した課題について参加者のほぼ

全員が質問や発言をするなど大変有意義な意見交換が行われた。研修で得られた知識が今後の

センター運営に活かされる。 

 

☆会員入会登録説明会(10月)の結果 

 令和 5年度事業計画の実施計画は 16項目から成っている

が、その 1番は｢会員の拡大｣、2番は｢就業機会の拡大｣、3

番は｢派遣事業の推進｣と続いている。 

 10月 17日から 20日まで 4日間連続して 1番目の｢会員

の拡大｣に向けて入会説明会が開催された。初日は通常開催

のセンターで、それから市民会館、島松公民館、恵み野会

館で特別入会説明会が開かれた。この結果前年(月中 11名)

を上回る 15名(男性 9名、女性 6名)の成果を得ることができた。 

 さて、当センターはこのところ会員拡大では苦戦しており、年度目標は令和 3年度、4年度 

連続して未達成に終わっている。現在実施中の｢会員１人入会紹介キャンペーン｣など多くの会 

員の力を借りながら事業実施計画第 1番目の達成に向けて取り組みが続けられている。 

 

☆腐葉土生産で画期的な省人力･作業効率化装置を考案＜農園班の掛水会員＞ 

 腐葉土づくりの最終工程では、熟成させた腐葉土をふるいにかけ、 

小枝などの異物を除去して精製し袋詰めする。従来は精製前の腐葉土 

をふるいに載せ、二人がかりでふるいをスコップで叩きその振動でふ 

るいを通していたが、この作業は非常に重労働であった。そこで、ひ 

もを引けば木のハンマーがテコの原理でふるいを叩くという仕組みを 

掛水会員が考案(写真→)した。これにより叩く作業は一人で可能とな 

り、しかも労力が少なくて済むという画期的なものであった。 

 掛水会員は｢この仕掛けの製作をずっと考え続けてきたがようやく 

実用可能なものとして実現できてよかったです｣と語っていた。 

なお、この掛水会員 8年前(平成 27年)には写真(→)のふるいを通 

した製品を袋詰めする｢掛水式袋詰め機｣を考案し独力で製作して実用 

化、その後も改良を重ねているなど仲間から絶賛の声が上がっている

ご当人である。まさに必要は発明の母であり“生かせ匠の知恵と技”

のシルバー会員に求められている時代の要請に二度にわたって応えた

もので高く評価されている。 

 さて、今年度の腐葉土生産はこれらの装置をフル活用して 9月末で 

終了したが、4,136袋(１袋は 20㍑詰め)にとどまり前年度実績(5,508袋)を下回った。 

市民会館(10⁄17) 



☆｢第 5回生き活きセンターまつり｣は盛況のうちに終了＜表紙の写真＞ 

 10月 14日快晴･無風に恵まれて、コロナ禍により 3年間ものブランクがあっ 

たまつりであったが、運営にあたった会員･役職員などセンター組織の総力を 

結集してこれを乗り越えた。最終的には 600人を超えるお客様が来訪され、市民 

への感謝とシルバー事業の PR等の開催目的は十分に達成できたと思われる。 

 運営にあたる会員･役職員などは午前 8時に全員集合してテントの設営、販売

商品･農産物搬入、やきとり･焼きそばの火の準備などが開始された。 

開会式では中村理事長の挨拶に続き、来訪された恵庭市原田市長にスピーチ

をいただいき、会場内をご視察いただいた。 

 オープン時から多くのお客様が来訪、各販売コーナ 

ーは大変な賑わいとなり女性部の｢赤飯｣が早々に売切 

れとなるなど活況を呈しまつり終盤までにほとんどの 

コーナーが完売となった。 

まつりの中のイベント｢じゃがいも詰め放題｣コンテ 

ストでは総勢 24 名が参加、通常 1.4 ㎏詰めの袋に 2.5 ㎏超を詰

めた驚異的な 1等賞が出るなど大いに賑わった。 

こうした中、綿あめとか風せん、ヨーヨー釣りなど子供が喜ぶ 

施策がほしいとか屋外会場に比べて屋内会場への人の流れが少な 

かったなどの声が聞かれ、これらは今後の改善への課題であろう。 

 まつりは事故やトラブルもなく終えることができた。しかし、 

開催に向けて事務局の準備作業は大変な労力を要していたこと、 

会場の設営では屋内展示パネルの作成や会員出品作品の整理作業 

が続いていたこと、屋外会場でも設営テントは 9基に及び前日の 

搬入から設営、当日の撤収･返却まで会員の大変な力作業が続い 

た。関係各位のご奮闘･ご努力に心から感謝を申し上げます。 

(表紙の写真は農園班のルルマップ野菜の格安販売コーナー) 

 

☆就業先紹介コーナー №５８ 請 負 就 業 

[就業先] 

 恵庭市シルバー人材センター 
 
[仕事内容] 筆 耕 

[就業時間] 〆切期限まで、ずっと 

在宅仕事(右の写真)のため 

 

[就業会員] 

 遠 藤 景 子 さん 

(恵み野地区) 
 
[仕事歴] 6年 
 
[仕事のモットーは？] 

 美しく整った毛筆を 

常に意識し、依頼人様 

にご満足いただける仕 

上がりを目指します。 
 
[あなたにとって生きがいとは？] 

 書道人口激減の昨今に、書道の趣味が高じて、筆 

耕の仕事をいただき、微力ながら皆様のお役立て 

が出来れば、この上なく嬉しく思います。 

 

◎年賀状作成のご依頼 

お待ちしております◎ 
 
～センター窓口にて｢筆耕｣各種 

承っております～ 



      1 1 月 の 主 要 行 事 

 【ふれあいサロン喫茶｢令｣ 11月の開店日 2日・16日 各木曜日 10:00～15：00】 
 
☆広報委員会からのお願い＜広報委員長＞ 

 1.｢シルバーえにわ｣新年号(令和 6年１月発行)の巻頭写真を募集しています。 

  ・会員の作品 ・題材は自由 ・出来れば未発表の作品 ・応募期限：11月末日 

 2.本紙への寄稿、編集や紙面の改善等のご意見がありましたら随時お寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆配分金振込日のお知らせ：10月分は 11月 20日(月) 
 
☆事業実績状況 

 (請負+派遣) 
 
☆会員登録状況 

   (人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日    時 項    目 対 象 場   所 

6日(月)13:30～ 市 役 所 日 直 就 業 者 会 議 会    員 センター会議室 

7日(火) 9:00～11:00 ふれあい花壇整備奉仕作業 会    員 恵庭駅東口花壇 

10日(金) 9:00～11:00 グリーンベルト清掃奉仕作業 会員･職員 グリーンベルト 

15日(水)10:00～11:30 健康管理講話 (市保健課 ) 会    員 センター会議室 

20日(月) 就 業 等 相 談 日 会    員 センター会議室 

21日(火)13:00～ 入 会 登 録 説 明 会 入会希望者 センター会議室 

24日(金)13:30～15:30 広 報 委 員 会 広 報 委 員 センター会議室 

28日(火)10:00～15:30 ス マ ホ 体 験 教 室 会員･市民 センター会議室 

30日(木)13:30～14:30 派 遣 会 員 教 育 訓 練 会    員 センター会議室 

5年9月実績 前年同月比 5年4～9月実績 前年同期比 

29,814千円 -7.4％ 170,563千円 -4.4％ 

区分 8月末現在 入会 退会 9月末現在 前年 9月末 目 標 
年度末 
688 

あと 102 
 
 

男性 431 1 0 432 448 

43 女性 154 0 0 154 157 

計 585 1 0  586 605 

この広報紙は地区長・班長さんのご協力で会員の皆さんに配布されています 

 

公益社団法人 恵庭市シルバー人材センター 〒061-1416恵庭市桜町 3丁目 8番 18号 
〔☎〕0123-34-0311  〔FAX〕0123-34-0142  〔HP〕https://webc.sjc.ne.jp/ 

*お願い：電話でのお問い合わせ・照会等は 8時 45分～17時 15分(土日･祝日を除く) 

☆『当世やぶにらみ』＜その 1＞        寄稿：須田敏彦会員(恵み野地区) 

◆ラーメンをすする時に、みけんにシワをよせる人が多い。若い人に多い。すする動作と 

何か関係があるのか。 

◆テレビで｢～見れる｣｢～食べれる｣と話すと、必ず字幕で｢ら｣を補っている。「見られる」 

 ｢食べられる｣が正しいと主張しているようだ。 

◆｢バズる｣とか｢デｨスる｣とか、平気で話している。そんな日本語は理解してたまるか。 

◆太陽光パネルが増えている。山の木を切ったり、草原に並べたりしている。20年もすれ 

ば廃棄物だ。環境にいいと思っているのか。 

◆国歌をしっかり歌う日本のスポーツ選手を私は知らない。口パクはいる。姿勢だけは胸を 

張っている。恥ずかしくないのだろうか。 


